火野葦平　作詞　古関裕而　作曲

一　背振の山のみどりと競う

　　古き歴史の名に恥じず

　　ただ目ざす創造と自由

　　科学の精華ここの殿堂

　　萬の工　ひとすじに

　　鍛えよ福工　わが母校

二　造形の花　みがく日ごとや

　　色とにおいの　かぐわしき

　　われらみな　栴檀の二葉

　　技術のいのち　ここの工場

　　勤労の歌　高らかに

　　誇れよ福工　わが母校

三　室見の川に　雲映ゆるとき

　　眦あげて　天のぞむ

　　世を照らす　光の源

　　若人われらの　ここの学舎

　　平和の使命　双肩に

　　はえあれ福工　わが母校
